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１　日本語学習支援サイトRAICHOの概要
　「日本語学習支援サイトRAICHO」（以下，「RAICHOサイト」， http://raicho.ier.u-toyama.ac.jp）
は，富山大学に在籍する留学生の日本語学習を総合的に支援するための一つの手段として，国際交流セ
ンターが運営しているサイトである。本サイトのねらいは，富山大学で学ぶ留学生の学習を支援すると
いう点にあり，ターゲットを富山大学の留学生に限定することで，サイトに掲載する情報を絞り込み，
利用者が必要な情報に容易にアクセスできるようにするという点に重点をおいている（ただし，サイト
自体は学内外を問わず利用できる）。本稿では，RAICHOサイトの2013年度の整備状況について報告
し，今後の展望を述べる。
２　2013年度RAICHOサイト整備状況および利用状況
　2013年度は，2012年度より作成を進めていた「日本語自己学習」コンテンツの初級レベルの語彙，
および，動詞・形容詞の活用形や助詞などの基本文法の確認練習のための問題群を完成させ，4月に公
開した。しかし，７月にRAICHOサイトのサーバにセキュリティ上の問題が見られたためにサーバを停
止する事態となった。その後，対応策の検討を行った結果，今後も継続的にRAICHOサイトを運営して
いくためにはサーバの移設が最適であるという結論に達し，７月中旬から11月末までRAICHOサイトの
運用を停止し，データの移行作業を行った。この停止期間中に，10月に留学生センターを改組して新
たに国際交流センターが設置されたことによって変更が必要になったRAICHOサイト内の記載事項を修
正する作業もあわせて行った。2013年度はサーバの移設のために半年近くRAICHOサイトが運用でき
ず，移行作業にもかなり労力を要したが，移設後は従来よりもサーバ管理が容易になり，維持費用も大
幅に削減できた。また，RAICHOサイトの停止期間中には，学内外の利用者から再開を求める声が聞か
れ，様々な形でRAICHOサイトが利用されていることを確認する機会ともなった。
　「日本語自己学習」コンテンツはユーザ登録をすることによって，利用者が自身の解答履歴を参照で
きるようになっているが，2013年４月から2014年３月までの１年間に新たに117人がユーザ登録をし
てこのコンテンツを利用している。
３　今後の課題
　2013年度は，２で述べたように，サーバの移設作業と国際交流センターの設置に伴うRAICHOサイト
の掲載内容の見直しに時間を要したが，これによって，サーバの管理が容易になり，古い情報を整理す
ることができたという利点もあった。これまでRAICHOサイトのコンテンツは日本語教育担当の専任教
員が中心となって作成してきたが，コンテンツ作成能力のある教員の転出や専任教員の業務増加によっ
て，新たなコンテンツを作成することが以前よりも困難になってきている。継続的にコンテンツを作成
していくための体制作りを検討していくことが必要である。
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